
 令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 麻布
あ さ ぶ

小学校
しょうがっこう

のやくそく（児童
じ ど う

・保護者用
ほ ご し ゃ よ う

） 

                            改訂版 
 

登校
とうこう

時
じ

 ○ ８：１０～８：１５に学校
がっこう

に登校
とうこう

しましょう。（土曜日
ど よ う び

は８：５０～９：００） 

 ※早
はや

く着
つ

きすぎないようにしましょう。 

交通
こうつう

ルールを守
まも

りましょう。決められた
き     

通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

り、道
みち

は広がって
ひろ        

歩
ある

きません。 

私
し

有地
ゆ う ち

には入
はい

りません。自分
じ ぶ ん

から進
すす

んで、あいさつをします。 

○ 校
こう

帽
ぼう

は必
かなら

ず被
かぶ

りましょう。 

※１年黄色帽、２～６年【青
あお

帽
ぼう

（４～５月
がつ

）、白
しろ

帽
ぼう

（６～９月
がつ

前期
ぜ ん き

終
お

わり）、青
あお

帽
ぼう

（１０月
がつ

後期
こ う き

始
はじ

め）】 

○ 防犯
ぼうはん

ベルをランドセルにつけましょう。 

○ 一度
い ち ど

登校
とうこう

したら忘
わす

れ物
もの

は取
と

りに帰
かえ

りません。 

○ 遅刻
ち こ く

、早退
そうたい

をする時
とき

は必
かなら

ず教
きょう

室
しつ

まで、おうちの人
ひと

に来
き

てもらいましょう。 

保護者の方へ 

★ 欠席、遅刻、早退などは午前８時１５分までに、「がくプリ」での連絡をお願いします。 

  ※緊急の場合は電話連絡でも構いません。 

★ 遅刻や早退の場合は、保護者の方が教室、保健室までの同伴をお願いします。 

登校後
と う こ う ご

 ○ 早
はや

く登
とう

校
こう

したら昇
しょう

降
こう

口
ぐち

で待
たい

機
き

しましょう。先
せん

生
せい

の合
あい

図
ず

で校
こう

庭
てい

（雨
あめ

のときは玄関
げんかん

ロビー）に出
で

て学
がく

年
ねん

ごとに並
なら

びます。 

８：１０になったら先
せん

生
せい

の合
あい

図
ず

で校
こう

舎
しゃ

内
ない

に入
はい

ります。 

○ 登
とう

校
こう

後
ご

は速
すみ

やかに朝
あさ

の支
し

度
たく

をして、教
きょう

室
しつ

で座
すわ

って静
しず

かに待
ま

ちます。 

○ 名札
な ふ だ

は毎日
まいにち

つけます。ハンカチ、ティッシュも毎
まい

日
にち

持
も

ってきましょう。 

全
ぜん

校
こう

朝
ちょう

会
かい

 

児
じ

童
どう

集
しゅう

会
かい

 

 

○ ８：２３までに整
せい

列
れつ

を終
お

えましょう。（５分前
ふんまえ

行動
こうどう

） 

※体育館
たいいくかん

で行
おこな

う場
ば

合
あい

は、上
うわ

履
ば

きに履
は

き替
か

えましょう。 

○ 姿
し

勢
せい

を正
ただ

して静
しず

かに話
はなし

を聴
き

きましょう。 

授業
じゅぎょう

 ○ 教
きょう

室
しつ

を離
はな

れての授
じゅ

業
ぎょう

はヘルメット、ハンカチ、ティッシュを持
も

って行
い

きましょう。 

中
なか

休
やす

み 

昼
ひる

休
やす

み 

休
やす

み時
じ

間
かん

のきまり 

○ 授
じゅ

業
ぎょう

の開
かい

始
し

に間
ま

に合
あ

うように遊
あそ

びを止
や

め、走
はし

らず静
しず

かに教
きょう

室
しつ

へ戻
もど

りましょう。 

 ※校
こう

舎
しゃ

に戻
もど

る時は「赤
あか

階
かい

段
だん

（幼稚園側
ようちえんがわ

）」、校
こう

庭
てい

に出
で

る時は「青
あお

階
かい

段
だん

（鉄棒側
てつぼうがわ

）」を使
つか

いましょう。 

○ 廊
ろう

下
か

や階
かい

段
だん

は、静
しず

かに右
みぎ

側
がわ

を歩
ある

きましょう。 

○ 空
あ

き教
きょう

室
しつ

や特
とく

別
べつ

教
きょう

室
しつ

は、教
きょう

員
いん

の許
きょ

可
か

なく入
はい

りません。 

【室
しつ

内
ない

遊
あそ

び】 

○ 雨
あめ

の日
ひ

は教
きょう

室
しつ

内
ない

で静
しず

かに過
す

ごしましょう。 ※廊
ろう

下
か

などで遊
あそ

びません。 

（トランプ、UNO、かるた、百人一首
ひゃくにんいっしゅ

など） 

○タブレットは学習使用以外で使いません。学習
がくしゅう

や委員会
いいん かい

活動
かつどう

等
とう

で必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、担任
たんにん

や担当
たんとう

の先生
せんせい

の許可
き ょ か

をもらってから使用
し よ う

しましょう。 

 



【外遊
そとあそ

び】 

○ 周
まわ

りに気
き

を付
つ

け、危
あぶ

なくないように工
く

夫
ふう

して遊
あそ

びましょう。 

○ せせらぎや花
か

だんは入
はい

りません。（植
しょく

物
ぶつ

などの生
い

き物
もの

を大
たい

切
せつ

に育
そだ

て、観
かん

察
さつ

する場
ば

所
しょ

のため） 

○ 犬
いぬ

走
ばし

りや倉
そう

庫
こ

前
まえ

、砂
すな

場
ば

には入
はい

りません。 

○ 使
つか

った物
もの

は必
かなら

ず元
もと

に戻
もど

しましょう。（クラスボールやフラフープ、一輪車
いちりんしゃ

、竹馬
たけうま

など） 

○ 外
そと

から中
なか

に入
はい

る時
とき

には靴
くつ

のうらをマットでふきましょう。 

○ 休
やす

み時
じ

間
かん

終
しゅう

了
りょう

後
ご

は手
て

洗
あら

いをしましょう。 

① 校庭
こうてい

にある遊具
ゆ う ぐ

（うんてい、てつぼう、のぼりぼう） 

うんていの上や、のぼりぼうのてっぺんにはのりません。 

② クラスボール 

トラックの内側
うちがわ

のフィールド内
ない

で遊
あそ

びましょう。 

校舎
こうしゃ

に向
む

かってボールを投
な

げません。ボールは絶
ぜっ

対
たい

にけりません。 

③ 竹馬
たけうま

、なわとび、一輪車
いちりんしゃ

 

トラックを含
ふく

めた外
そと

側
がわ

で遊
あそ

びましょう。 

 

そうじ 

 

○ 時間
じ か ん

の中
なか

で、協力
きょうりょく

して丁寧
ていねい

に清掃
せいそう

をしましょう。終
お

わったら担
たん

当
とう

の先生
せんせい

に報告
ほうこく

しましょう。 

○ ゴミは１階
かい

昇
しょう

降
こう

口
ぐち

（火
か

曜
よう

日
び

、金
きん

曜
よう

日
び

のみ）まで運
はこ

びます。ゴミの分
ぶん

別
べつ

は教
きょう

室
しつ

で済
す

ませしょう。 

下校
げ こ う

 

 

○ 教
きょう

室
しつ

のカーテンを開
あ

け、机
つくえ

・いすを整
せい

頓
とん

しましょう。 

○ 下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

（授
じゅ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

から 15分
ふん

後
ご

）を守
まも

って速
すみ

やかに下
げ

校
こう

しましょう。 

○ 寄
よ

り道
みち

など、地
ち

域
いき

の迷
めい

惑
わく

になることはしません。 

○ 忘れ物は原則取りに来ません。 

 ※どうしても必要
ひつよう

なときは原則
げんそく

、月
げつ

～金曜日
き ん ようび

の午
ご

後
ご

５時
じ

までに保護者
ほ ご し ゃ

同伴
どうはん

で来
き

ましょう。 

○ 公園
こうえん

や公共
こうきょう

の施設
し せ つ

などで遊
あそ

ぶ場
ば

合
あい

は、人
ひと

の迷惑
めいわく

になる行為
こ う い

（石
いし

投
な

げ、石
いし

蹴
け

り、エアガン、火
ひ

遊
あそ

び、金銭
きんせん

のやり取
と

り、物
もの

の交
こう

換
かん

や貸
か

し借
か

りなど）はしません。 

 

 



令
れい

和
わ

６年
ねん

度
ど

 麻布
あ ざ ぶ

小
しょう

「持
も

ち物
もの

のきまり」 

 

通学
つうがく

 基本
き ほ ん

はランドセル 

ハンカチ・ティッシュ 毎日
まいにち

、身
み

に付
つ

けます。 

外
そと

履
ば

き（下
か

記
き

以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

）運
うん

動
どう

に適
てき

した靴
くつ

 

上
うわ

履
ば

き（体
たい

育
いく

館
かん

、多
た

目
もく

的
てき

ホール、家
か

庭
てい

科
か

室
しつ

）   

 

※上
うわ

履
ば

きに記
き

名
めい

をします。 

 

学用品 原則： 学習に集中できるように、シンプル・無地なものを推奨します。 

・ふでばこ・・・ 

・鉛
えん

  筆
ぴつ

・・・・ 

・消
け

しゴム・・・ 

・定規
じょうぎ

・・・・・・ 

 

・はさみ・・・・・ 

・のり・・・・・・・・ 

・下
した

じき・・・・・・ 

箱型
はこがた

の無地
む じ

 鉛筆
えんぴつ

が固定
こ て い

されるもの 

２Ｂを５本
ほん

（柄
え

の部
ぶ

分
ぶん

は無
む

地
じ

）、赤
あか

１本
ほん

、青
あお

１本
ほん

 

四角型
し か く がた

で、匂
にお

いがなく、よく消
き

える、シンプルなもの、白色
しろいろ

推奨
すいしょう

  ローラー付
つき

は不可
ふ か

 

筆
ふで

箱
ばこ

に入
はい

る長
なが

さ 無
む

地
じ

で、測
はか

ったり直
ちょく

線
せん

が引
ひ

いたりしやすいシンプルなもの  

折
お

りたたみ式
しき

は音
おと

が出
で

るため、推
すい

奨
しょう

しない 

キャップ付
つ

きで、無地
む じ

のシンプルなもの（学校
がっこう

で預
あず

かります） 

匂
にお

いがなく、シンプルなもの（水
みず

のりタイプ、スティックタイプ、どちらも可
か

） 

無地
む じ

でシンプルなもの 

 

名
な

札
ふだ

 登
とう

校
こう

後
ご

、必
かなら

ず付
つ

けましょう。下
げ

校
こう

前
まえ

に、名
な

札
ふだ

ポケットに入
い

れて帰
かえ

ります。 

※無
な

くしたり、壊
こわ

れたりした場
ば

合
あい

は、おうちで購入
こうにゅう

してもらいましょう。 

 

携帯
けいたい

電話
で ん わ

  

・子供のみの判断で、学
がっ

校
こう

には持
も

ってきません 

 利用目的がはっきりしており、保護者の申し出があった上で持ってくる場合、 

授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

や休
やす

み時
じ

間
かん

など、校
こう

内
ない

ではランドセルにしまいます。（校内では使
し

用
よう

しません） 

 

キーホルダー類
るい

について 

 ランドセルの外側
そとがわ

に付
つ

けるものは、防犯
ぼうはん

のためのブザーや笛
ふえ

のほか、目印
めじるし

としてのキーホルダーなどとし

ます。（つけすぎたり、大
おお

きすぎたりするものは、ロッカーからはみ出
で

たり、歩行中
ほこうちゅう

、引
ひ

っかかったりして危険
き け ん

です） 

 

不要
ふ よ う

なもの（学校
がっこう

の学習
がくしゅう

に関係
かんけい

のないもの全
すべ

て）  

・漫
まん

画
が

、ゲーム、お金
かね

、おもちゃ、食
た

べ物
もの

 

・シャープペンシル、ボールペン、色
いろ

ペン、鉛
えん

筆
ぴつ

キャップ、ふせん等
など

メモ用
よう

紙
し

 

テープ型
がた

・ノック型
がた

の文
ぶん

具
ぐ

類
るい

、塾
じゅく

の問
もん

題
だい

集
しゅう

 

・児童
じ ど う

のけがや事故
じ こ

につながる恐
おそ

れのある物
もの

（ハサミ、カッター、彫刻
ちょうこく

刀
とう

、針
はり

、小刀類
こがたなるい

など） 

 

①かかとに 

名字
みょうじ

のみ あざぶ 
たろう 

 
あ
ざ
ぶ 

②甲
こう

の部分
ぶ ぶ ん

に

相手
あ い て

に見
み

える向
む

き

に名前
な ま え

を書
か

く。 

文房具のながとや（麻布十番） 

電話番号：03-3403-5619 



 

体育
たいいく

学習
がくしゅう

時
じ

の服装
ふくそう

について 

① 紅
あか

白
しろ

帽
ぼう

を被
かぶ

り、体
たい

育
いく

着
ぎ

を着
き

ます。（半
はん

そで・長
なが

そでどちらでもよいです） 

② 体育用
たいいくよう

ズボンをはきます。（タイツは運
うん

動
どう

に適
てき

さないのではきません。） 

③ 走
はし

ったり、ボールをけったりしても脱
ぬ

げない大
おお

きさの、運動に適
てき

した靴
くつ

をはきましょう。 

④ 体育
たいいく

着
ぎ

は原則的
げんそくてき

に月曜日
げつ ようび

に持
も

ってきて、金曜日
き ん ようび

に持
も

ち帰
かえ

り毎
まい

週
しゅう

洗
せん

濯
たく

しましょう。 

⑤ 体育
たいいく

を見学
けんがく

する際
さい

は、おうちの人
ひと

に連絡帳
れんらくちょう

（がくぷり）に書
か

いてもらって担任
たんにん

の先生
せんせい

へ連絡
れんらく

します。 

【防寒
ぼうかん

対策
たいさく

】 

① 肌着
は だ ぎ

の着用
ちゃくよう

について 

体
たい

育
いく

着
ぎ

の下
した

に肌
はだ

着
ぎ

を着
き

た場合、体
たい

育
いく

後
ご

の着
き

替
が

えの際
さい

に、新
あたら

しい肌
はだ

着
ぎ

に変
か

えるなどして、汗
あせ

が冷
ひ

えて体
たい

調
ちょう

を崩
くず

さないようにしましょう。 

② タイツ・レギンスの着用
ちゃくよう

はしないようにしましょう。（怪我
け が

をした際
さい

の確認
かくにん

や応急
おうきゅう

処置
し ょ ち

が迅速
じんそく

にできな

いため） 

 足
あし

が寒
さむ

い場
ば

合
あい

は、ハイソックスなど（膝下
ひざした

までの長
なが

さのもの）を着用
ちゃくよう

しましょう。 

③ 防寒
ぼうかん

着
ぎ

について 

 寒
さむ

い時
じ

期
き

は体
たい

育
いく

着
ぎ

の上
うえ

からトレーナーなどの防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

を着
き

て、自分で調節できるようにしましょう。 

 ただし、防寒
ぼうかん

着
ぎ

はボタン・ファスナー・紐
ひも

・フード・華美
か び

な装飾
そうしょく

のない、運動
うんどう

に適
てき

したものを原則
げんそく

とします。 

 （学習
がくしゅう

する上
うえ

で思
おも

わぬケガにつながるため） 

また、登
とう

校
こう

時
じ

に着
き

てくる私
し

服
ふく

とは別
べつ

に、体
たい

育
いく

用
よう

に用
よう

意
い

しましょう。 

※ 体
たい

調
ちょう

など、特別
とくべつ

な事情
じじょう

で上記
じょうき

のような服装
ふくそう

でない場合
ば あ い

は、連絡帳
れんらくちょう

等
など

（がくぷり）で担任
たんにん

へ連絡
れんらく

して

ください。 

 

書写
しょしゃ

（毛筆
もうひつ

）の学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

について 

① 書写用
しょしゃよう

の雑巾
ぞうきん

を、習字
しゅうじ

バックに入
い

れておきます。 

② 半紙
は ん し

・新聞紙
し ん ぶ ん し

など必要
ひつよう

なものは、各家庭
か く か てい

で用意
よ う い

してください。 

③ 墨汁
ぼくじゅう

は、学校
がっこう

の水道
すいどう

に流
なが

しません。 

④ 授業後
じゅぎょうご

、練習
れんしゅう

に使
つか

った不
ふ

要
よう

な半紙
は ん し

で筆先
ふでさき

の墨
すみ

をふき取
と

り、筆
ふで

巻
ま

きに入
い

れて家
いえ

で洗
あら

います。 

⑤ 硯
すずり

に残
のこ

った墨
ぼく

汁
じゅう

も、不
ふ

要
よう

な半
はん

紙
し

で吸
す

い取
と

ります。 

図工
ず こ う

 絵
え

の具
ぐ

セットについて 

① バケツの水
みず

を流
なが

す際
さい

、筆
ふで

も一
いっ

緒
しょ

に洗
あら

いましょう。 

② パレットは、学
がっ

校
こう

では洗
あら

わずに持
も

ち帰
かえ

り、家
いえ

で洗
あら

います。 


